
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

る
櫛
浜
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
発
展
と
成

長
を
信
じ
、
時
代
の
流
れ
に
少
し
で

も
即
応
し
た
形
を
取
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
回
の
紙
面

変
更
も
そ
の
一
環
で
す
。 

昨
年
の
会
長
就
任
挨
拶
で
も
述
べ

ま
し
た
よ
う
に
「
伝
統
と
は
変
革
の

連
続
で
あ
る
」
こ
の
言
葉
に
あ
る
よ

う
に
、
次
世
代
へ
の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ

を
ス
ム
ー
ズ
に
い
い
形
で
渡
せ
る
よ

う
に
「
変
え
る
物
は
変
え
る
」
こ
の

信
念
の
元
に
こ
の
一
年
も
や
っ
て
い

こ
う
と
思
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
株

の
出
現
に
よ
り
、
今
年
も
活
動
が
ど

の
程
度
制
約
を
受
け
る
の
か
想
像
も

つ
き
ま
せ
ん
が
、
櫛
浜
に
住
む
全
て

の
人
が
幸
せ
に
、
健
康
に
、
こ
の
一

年
を
過
ご
せ
る
事
を
祈
念
し
て
新
年

の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

本
年
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

新
年
あ
い
さ
つ 

櫛
浜
地
区 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会 

会
長 

石
丸 

篤
志 

 

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。 

櫛
浜
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
致
し
ま
し

て
は
、
こ
の
二
年
「
コ
ロ
ナ
」
「
コ

ロ
ナ
」
で
ほ
と
ん
ど
の
活
動
が
出
来

ず
、
櫛
浜
の
皆
様
に
非
常
に
寂
し
い

思
い
を
さ
せ
、
大
変
心
苦
し
く
思
っ

て
お
り
ま
す
。
何
よ
り
安
全
と
安
心

を
第
一
に
考
え
て
の
事
で
す
の
で
、

ご
理
解
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。 

さ
て
、
令
和
四
年
に
な
り
、
こ
の

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
く
し
が
は
ま
」
の

紙
面
が
変
わ
っ
た
事
に
気
づ
か
れ

た
で
し
ょ
う
か
。
長
い
長
い
伝
統
あ

わ
ら
を
使
い
参
加

者
十
八
名
が
手
ほ

ど
き
を
受
け
な
が

ら
、
束
に
し
た
、

わ
ら
を
丁
寧
に
ね

じ
り
上
げ
、
左
右

十
二
月
十
五(

水) 

櫛
浜

子
ど
も
教

室
、
十
八
日(

土) 

一
般
が
新
年
を
前

に
、
し
め
縄
作
り

が
市
民
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
た
。 

し
め
縄
作
り
に
熟

練
し
た
住
民
が
講

師
と
な
り
、
地
元

で
収
穫
し
た
米
の

【櫛浜人口】 11 月現在 

2,804 世帯 人口 5,970 人 

(男性 2,917 人 女性 3,053 人)  
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対
称
に
な
る
よ
う

二
つ
の
輪
を
作

成
。
ウ
ラ
ジ
ロ
や

ユ
ズ
リ
ハ
、
ミ
カ

ン
な
ど
を
飾
り
、

紅
白
の
水
引
で
結

2022.1 

び
、
し
め
縄
を

完
成
さ
せ
た
。 

多
く
の
参
加
者

は
常
連
で
す
が

「
し
め
縄
は
家

の
玄
関
に
飾
り

た
い
」
と
笑
顔

で
話
し
た
。 

講
座
生
手
作
り 

市
民
セ
ン
タ
ー
玄
関
し
め
飾
り 
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櫛浜地区社協で、１１月２５日(木)、２６日(金)

の２日間に分けて福祉部長・福祉員・民生委員

合同研修会を２部構成で実施しました。第１部

では、山口大学 長谷亮介教授をお招きして「協

議体の目的と役割について」と題して講演して

いただきました。地区社協で、地域内の困り事

や心配事を共有し改善に向けて話し合う組織

「協議体」の設置を新年度の事業計画に検討し

ています。目標「支え合うまちづくり」に参考

になりました。第２部では、見守り活動計画、 

                      高齢者敬愛活動及びあ 

たたかい心を贈る運動 

についてグループワー 

クを行いました。コロ

ナ禍で皆が集まる機会が減っていますが、お互

い声を掛け合って元気に過ごしましょう。 

（櫛浜地区社会福祉協議会） 

 

 

 

防犯ネット櫛浜１５周年を祝う 

平成１９年にスタートした櫛浜地区防犯パトロ

ール活動は、諸先輩の熱意を継承して今年１５

年を迎えました。この節目を祝う記念式を１１

月２７日に行い、永くボランティア活動に協力

された２９名の隊員の方に感謝状を贈りまし

た。式は、最後に全員で「ガンバロー！！」を

三唱して締め括りました。周南防犯協議会には、

２５地区に３８のボランティア組織が登録され

ていますが、防犯ネット櫛浜のパトロールは、

隔週土曜日の夕刻に行っています。地区の人た

ちの交流の場として入隊をお待ちしています。

（櫛浜地区自治会連合会・防犯ネット櫛浜） 

連絡先：櫛浜市民センター 

   

地区自連と地区社協は、１２月１日(水)蓮生・ま

こと幼稚園、蓮生・ふたば保育園、６日(月）櫛

浜保育園の園児の皆さんと先生、総勢３１１人に

お菓子のプレゼントを行いました。新年を迎える

に当たり、園児の皆さんの健やかな成長を願い毎

年この時期に行っています。園児の皆さんから、

元気と笑顔のプレゼントがありました。きっとサ

ンタが行きますよ！（地区自連・地区社協） 

 

 

 

 

 

         年末から年始と忙しかった 

日々。そして、まったりした 

正月を過ごして、身体が悲鳴をあげていません 

か？こんな時、簡単ストレッチしてみては？ 

でき、また、きれいになったグラウンドを気持

ちよく使っていただけることを生徒たちは喜ん

でいました。作業学習として通年新聞紙でごみ

袋を製作しています。校内実習では、地域の皆

さんに使っていただける袋を作ろうといつも以

上に丁寧に作成しました。櫛浜市民センターの

入り口に置いてありますので、ぜひ使っていた

だけたらと思います。今後も地域の方と活動で

きる機会をいただけたら、生徒たちの励みにな

ります。ありがとうございました。（担当教諭） 

徳山総合支援学校中学部

は、校内実習として華西グ

のラウンドの溝の掃除、落

ち葉を集める清掃を行まし

た。地域の方とともに活動

校 内 実 習 で 地 域 貢 献 活 動 

支え合うまちづくり 

11/11・12 公園清掃 

昨年より、支援学校のコミ

スクでの取組みです。ごみ袋

は、物凄い人気であっという

間になくなりました。次回を

楽しみにしています。 

 

 

12/6 センター入口のごみ袋 

蓮生・まこと幼稚園  櫛浜保育園 
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櫛浜小で 12月 1日(水)、 

全校児童が参加する恒 

例の持久走大会が開か 

れた。 

子どもたちは寒風ふき

すさぶ中、ゴールを目指して激走。当日は最

後まで諦めずに力を出し切ることを目

標に頑張りました。見守った保護者は、「が

んばれー」「もうちょっと」などと声援を送っ

ていた。ゴール後は、やり切った表情や

悔しそうな表情が見られ、お互いに切

磋琢磨し合いながら成長していく姿が

感動的で、子どもたちは、「去年より早くな

った」などと笑顔で言い合っていた。 

ス ポ ー ツ 結 果 
☆スポ少バレー   

１１/２１(日) ・２３(祝・火) 

マルキュウカップ県決勝大会 

【女子の部・混合の部  ベスト８】       

「２日目に、自分達のバレーができなくて、 

悔しかったです。」  上田春花(６年・浴) 

「全員バレーで１勝することができて良か 

った。」  冨田 彪斗(６年・浴) 

１２月５日(日)  

桜木大会 Ａ級・Ｂ級 ３位 

「アタックがぺチャンとしたものが多かった

からしっかり回転をかけて打ちたい。」 

        奥村千尋(６年・地区外) 

「サーブミスが多かったから、工夫して練習

していきたい。」井上奏(５年・旭町２) 

１２/１１(土) ・１２(日)新人大会予備予選 

２勝５敗・全敗(３年生以下で出場)       

「サーブカットは、上手だったけど、サーブ 

ミスが多かったので、それをなおしていきま 

す。」  井上結(３年・旭町２) 

「し合ちゅうこえがだせなかったので練習で 

だしていきたいです。」磯部倖美(３年・旭町) 

☆スポ少ミニバス  

１１/２３(祝・火)  中村幸男杯  ２勝  

「ミドルシュートが決まってよかった｡」   

岡柚実(６年・峠)  

１１/２８(日) 地区リーグ  ２勝  

「パスカットできてよかった｡」    

髙松みおり(４年・南浜市住) 

 ☆スポ少野球  

11/28(日)・12/4(土) 桜木大会  ３位  

「負けたけど楽しかったです｡」 

河本裕希(６年・東本町１) 

 

 

  

第 56回 
日本光画会写真展「入 選」   
 タイトル「パフォーマンス」  
山田 正明さん(峠) 

櫛浜地区社会福祉協議会は、75歳以上の一人暮

らしの方を対象に、一足早い正月のおせち料理

をお届けする事業を実施しています。今年の対

象者は、196 名となり年々増加の傾向となって

おります。例年であれば、櫛浜婦人会の皆さん

が心を込めて作られたおせち料理を、太華中生

徒ボランティアと一緒に配付していましたが、

今年もコロナ禍ということもあり昨年に引き続

き、おせち料理は業者へお願いし、太華中生徒

は配付に参加せず、代わりに 

生徒一人一人の手書きメッセ 

ージを添えて 12月 25日（土） 

民生委員さんにより配付しま 

した。皆様にとって本年が希 

望に満ちた明るい年となりま 

すよう願っています。 

（地区社協） 

★おめでとうございます★ 
第１０回税の絵はがきコンクール 

入選  山田いろは さん(櫛浜小６年・元町) 
１２月７日(火)に校長室にて徳山周南法人会
から表彰されました。 

★新春登山  １月１日（土） 

体育振興会主催新春登山は新

型コロナ感染防止のため中止 

（一般・個別登山は可） 

★どんど焼き １月９日(日)回覧にて案内中 

★地域づくり講演会(市民センター) 

  日時  １月２９日(土) １０時～１２時 

  場所  櫛浜市民センター  定員５０名 

目標達成出来たかな！ 

 

「おせちとメッセージ」 

https://search.yahoo.co.jp/search?ei=UTF-8&rkf=1&slfr=1&qrw=0&p=%E3%83%9E%E3%83%A9%E3%82%BD%E3%83%B3%E5%A4%A7%E4%BC%9A&fr=link_kw_nws_direct
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令和４年１月地区行事・ごみカレンダー 

ごみ収集日 行　事　予　定 ごみ収集日 行　事　予　定

1 土
支所休庁日
センター休館日 17 月

資源物
（容プラ）

2 日
支所休庁日
センター休館日 18 火 燃やせるごみ

3 月
支所休庁日
センター休館日 19 水

資源物
(ペット)

4 火 燃やせるごみ 官公庁公務初め 20 木
資源物
(びん・缶)

5 水
資源物
(ペット)

消防出初式(市) 21 金 燃やせるごみ

6 木
資源物
(びん・缶)

体振役員会 22 土
防犯パトロール
地区リーグ（ミ）
生花教室（セ）

7 金 燃やせるごみ 23 日

8 土 防犯パトロール 24 月
資源物
（容プラ）

9 日 どんど焼き（コ） 25 火 燃やせるごみ 子育てひろば(次)

10 月
資源物
（容プラ）

成人の日
ＪＡ共済杯新人大会(バ) 26 水

資源物
(紙・衣/処理困難物)

子ども教室（セ）
行政相談(生)

11 火 燃やせるごみ
民児協定例会
始業式（蓮・小・中・総）
あいさつ立哨

27 木 燃やせないごみ

12 水
資源物
(紙・衣) 28 金 燃やせるごみ

13 木
資源物
（他プラ） 29 土

やまびこ巡回
地域づくり講演会（セ）

14 金 燃やせるごみ やまびこ巡回 30 日

15 土
科学教室（セ）
市新人交歓会（ミ） 31 月

資源物
（容プラ）

16 日
編み物教室（セ）
地区ＤＣ(ミ)

   ※新型コロナウイルス感染拡大防止のため
   中止または変更になる場合があります

小・・・櫛浜小学校　中・・・太華中学校　総・・・総合支援学校　保・・・櫛浜保育園
蓮・・・蓮生・まこと幼稚園　 自・・・地区自治会連合会　社・・・地区社協　民・・・地区民児協
福・・・福祉員　体・・・体育振興会　婦・・・婦人会　愛…愛山会　子・・・子ども会　母・・・母推
コ・・・コミュニティ推進協議会　 野・・・スポ少野球　サ・・・スポ少サッカー　バ・・・スポ少バレー
ミ・・・スポ少ミニバス　剣・・・スポ少剣道　　セ・・・櫛浜市民センター
生・・・生活安全課  健・・・市健康づくり推進課　 次・・・市次世代政策課


